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研究成果の概要（和文）：米国の ADHD 治療モデルプログラムである summer treatment 

program (STP)の日本人 ADHD 学童への効果を、行動面の評価だけでなく、脳科学的手法を用

いた方法で行った。STP は、エビデンスに基づく行動療法のさまざまな手法（ポイントシステ

ム、デイリーレポートカード、正の強化子、タイムアウトなど）を用いる包括的治療法である。

2007 年は 3 週間、2008－9 年は 2 週間プログラムで、毎回 23～27 名の学童が参加、計 74 名

が参加した。ドロップアウトはなかった。個別の獲得ポイント、保護者による ADHD 評価尺

度、反抗挑戦性障害スコアなどの行動面の尺度は、毎年有意に改善した。STP 前後の PC を用

いた認知機能検査(2008-9 年新規参加者 17 名の検討)では、注意分散や実行機能課題における

正答率の有意な改善を認めた。誤答の中でもお手つきの有意な改善を認め行動抑制における改

善が示唆された。アクチグラフを用いた睡眠覚醒研究では、ADHD 群での STP 前後の有意な

睡眠パラメーターの改善はなく、コントロール児との有意差もなかった。2 週間の STP は、行

動面の改善だけでなく、認知機能の改善ももたらすことがわかった。 

 

研究成果の概要（英文）：We evaluated the efficacy of American summer treatment program 

(STP) on Japanese children with ADHD during 2007-9. The total number of children 

participated in STP was 74. The STP was run in a day camp-like setting for 3 weeks in 

2007, and 2 weeks in 2008 and 2009. Many evidence based techniques (point system, daily 

report card, positive reinforcement, time out) were used in STP. No children dropped out 

from the STP. All children showed positive behavioral changes in multiple domains of 

functioning assessed by behavioral observation. The ADHD rating scale, symptoms of 

oppositional defiant disorder and other questionnaires evaluated by parents significantly 

improved after STP. Not only behavioral improvement, the significant improvement in 

cognitive functions particularly executive function were observed. The sleep parameters 

evaluated by actigram were not significantly improved in children with ADHD after STP 

and they were not significantly different compared to controls, although subjective sleep 

questionnaire for children and caregiver were worse compared to those in controls.  

In conclusion, 2-3 weeks STP program were effective not only from the behavioral 

standpoint but also from the standpoint of cognitive functions. 
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１．研究開始当初の背景 

わが国では、注意欠陥多動性障害(ADHD)へ
の包括系治療法が確立しておらず、米国で普
及している夏期治療プログラム(Summer 
Treatment Program: 以下 STP)も、日本でも
我々以外の地域では実施されていない。米国
の STP が日本人 ADHD 児に効果があるのか検
証が必要である。効果の検証には、行動面の
評価だけでなく、ADHD の病態で重要な実行機
能や睡眠障害、ストレス物質など脳科学的な
評価が米国でもなされてない。 
 

２．研究の目的 
米国のプログラムを修正した 2 週間の STP

が、日本人 ADHD 小児に有効であるかを明ら
かにする。効果の評価法として、心理社会的
評価尺度だけでなく、児童の認知機能検査や
覚醒・睡眠リズム等脳科学的指標の変化を追
う。 
 

３．研究の方法 

１） 夏期治療プログラム(STP)の実施 
平成 19～21 年に夏期治療プログラムを、

実施した。方法は、エビデンスに基づくさ
まざまな行動療法の手法で、米国で 20 年以
上にわたり実施されてきたモデルプログラ
ムである。 

 

２）効果の脳科学的評価 

STP 前後で ADHD-Rating Scale-Ⅳ、反抗挑戦
性障害尺度、SDQ、Brown ADD Scale など神経
心理学的質問紙バッテリーの実施、2008-9 年
の STP 参加者 ADHD 児 47 名を対象に、簡便か
つ高感度な認知機能測定バッテリーである
CogHealthR を参加前・後 2 回（7月、9月、
12 月）に個別に検査を行った。 
2007 年の 3週間プログラムにおいて 26 名の
子どもと保護者の睡眠覚醒リズムのデータ
収集（アクチグラム 1週間、睡眠日誌 2週間、

睡眠質問紙など、対照群は、健常小学生 68
名）を実施した。 
 
４．研究成果 
2007 年は 3週間、2008－9 年は 2週間プロ

グラムで、毎回 23～27 名の学童が参加、計
74 名が STP に参加した。ドロップアウトはな
かった。個別の獲得ポイント、ルール違反な
どの行動評価、保護者評価による ADHD 評価
尺度、反抗挑戦性障害スコアは有意に改善し
た。STP 前後の PC を用いた認知機能検査(新
規参加者 17 名の検討)では、注意分散や実行
機能課題における正答率の有意な改善を認
めた。誤答率改善の中でもお手つきの有意な
改善を認め行動抑制における改善が示唆さ
れた。また、実行機能課題の効果は、4 ヶ月
後のフォローアップでも継続していた。アク
チグラフを用いた睡眠覚醒研究では、ADHD 群
での STP 前後の有意な睡眠パラメーター（入
眠時刻、入眠潜時、起床時刻、夜間覚醒回数）
の改善はなく、コントロール児との有意差も
なかったが、保護者の主観的睡眠評価や保護
者自身の睡眠障害がコントロール児に比較
して有意に悪かった。 
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